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９月９月
定例会定例会

９月８日～ 22日９月８日～ 22日

　令和４年第７回町議会定例会には、議案として補正予算４件、条例２件、認
定７件、報告 13件、同意２件が上程されました。
　認定７件については、議長、監査委員を除く９名で決算特別委員会を設置し、
審査を行いました。
　最終日には監査委員の選任、教育委員会委員の任命について同意が求められ
ました。また、追加の補正予算が１件提出されました。
　各議案は全会一致または賛成多数で可決・認定されました。

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

補
正
額

補
正
額

９
，
３
５
１
万
円
増

９
，
３
５
１
万
円
増

予
算
総
額

予
算
総
額

6161
億
１
，
３
２
６
万
円

億
１
，
３
２
６
万
円

　

一
般
会
計
補
正
予
算
の

主
な
内
容
は
左
の
表
の
と

お
り
で
す
。質質      

疑疑

 　

臨
時
財
政
対
策

債
が
前
年
度
に
比
べ

１
億
３
，０
０
０
万
円

減
額
に
な
っ
て
い
る
。国

も
的
確
な
指
示
を
出
さ

な
い
と
財
政
担
当
は
や

り
き
れ
な
い
の
で
は
。

�　

国
の
地
方
財
政
計
画

を
慎
重
に
踏
ま
え
て
来

年
度
以
降
予
算
編
成
を

行
っ
て
い
く
。

国
保
特
別
会
計
補
正
予
算

国
保
特
別
会
計
補
正
予
算

　

主
に
令
和
３
年
度
繰
越

金
を
基
金
に
３
，０
２
５
万

円
積
立
て
る
も
の
。

漁
集
特
別
会
計
補
正
予
算

漁
集
特
別
会
計
補
正
予
算

　

町
債
を
借
り
入
れ
、
浜

田
、
神
田
地
区
に
公
共
ま

す
を
設
置
し
、
浄
化
セ
ン

タ
ー
の
改
築
工
事
を
行
う

も
の
。
補
正
額
３
０
０
万

円
。

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　

主
に
令
和
３
年
度
繰
越

金
を
介
護
給
付
費
準
備
基

金
に
２
，０
５
２
万
４
千

円
積
立
て
る
も
の
。

条
例
改
正

条
例
改
正

■
選
挙
運
動
の
公
費
負
担

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正

　

選
挙
運
動
に
お
け
る
自

動
車
の
借
上
料
及
び
ビ
ラ

の
印
刷
費
を
改
め
る
も

の
。

■
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

職
員
の
育
児
休
業
を
取

得
で
き
る
回
数
を
原
則
２

回
に
改
め
、
必
要
な
時
期

に
柔
軟
に
取
得
し
や
す
く

す
る
も
の
。

常
任
委
員
会
審
査
報
告

常
任
委
員
会
審
査
報
告

　

総
務
厚
生

　

本
会
議
か
ら
付
託
さ
れ

た
案
件
の
審
査
を
９
月
15

日
に
行
い
、
全
て
全
会
一

致
で
可
決
す
べ
き
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
継
続
調
査
案
件

の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

産
業
文
教

　

本
会
議
か
ら
付
託
さ
れ

た
案
件
の
審
査
を
９
月
16

日
に
行
い
、
全
て
全
会
一

致
で
可
決
す
べ
き
と
な
り

ま
し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
の

就
農
前
準
備
研
修
事
業
に

つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
就

農
フ
ェ
ア
に
参
加
さ
れ
た

非
農
家
の
方
が
い
ち
ご
栽

培
を
希
望
し
て
お
り
、
10

月
か
ら
事
業
を
活
用
し
た

研
修
を
目
指
し
て
お
り
、

こ
の
研
修
は
い
ち
ご
農
家

で
の
研
修
で
あ
る
と
の
回

答
が
あ
っ
た
。

　

漁
業
集
落
環
境
整
備

事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
で
は
、
工
事
請
負
費

６
０
０
万
円
に
つ
い
て
質

疑
が
あ
り
、
委
託
料
か

ら
工
事
請
負
費
に
振
替

え
た
３
０
０
万
円
は
浄

化
セ
ン
タ
ー
の
汚
泥
引

き
抜
き
ポ
ン
プ
の
更
新
、

残
り
の
３
０
０
万
円
は

浜
田
地
区
と
神
田
地
区

の
公
共
ま
す
設
置
と
の

回
答
が
あ
っ
た
。

一般会計補正予算
主　な　歳　入

補正額 項　　　目
▲ 3,990 減収補填特例交付金

▲ 27,729 地方交付税
1,000 補装具給付費国庫負担金
3,221 保育士等処遇改善臨時特例交付金国庫補助金
1,620 保育所副食費等物価高騰対策県補助金
1,000 特定寄附金

178,231 令和３年度繰越金
▲ 61,821 臨時財政対策債

主　な　歳　出
補正額 項　　　目

1,630 複合機使用料
4,967 自治体情報システム標準化委託料
1,541 清掃管理委託料

42,129 財政基金積立金
10,127 国保特別会計繰出金

2,000 障害者福祉費補装具費
4,064 障害者福祉費過年度国県返還金
1,414 過年度後期高齢者医療療養給付費負担金
5,051 児童福祉総務費過年度国庫返還金
1,620 保育所副食費等物価高騰対策支援事業補助金
3,221 保育士等処遇改善臨時特例交付金
6,241 保育所運営費過年度国県返還金
1,110 就農前準備研修事業補助金
1,045 ２級基準点設置業務委託料

（単位：千円）
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令和３年度各会計決算額

　新庁舎整備事業の財源確保において、
活用する起債事業を市町村役場機能緊
急保全事業から緊急防災・減災事業債
への転換を行ったことについて、その
努力と成果を高く評価したい。

　事業の経営等の審査において、提出資料は充実してきた
が、数値による進捗管理や現状分析、報告などについては
若干の課題が残った。事業の実施に当たっては、目的や成
果指標などを明確にした上で、成果の測定・評価・検証を
行い、次の事業展開に生かされるようＰＤＣＡサイクルを
意識するとともに、町民に対する事業成果などの説明責任
に留意して取り組まれたい。
　厳しい財政状況が続く中、新型コロナウイルス感染症の
影響が長期化していることも踏まえ、より一層の財源確保
及び事業の見直しや選択などによる歳出削減に取り組まれ、
限りある財源の効果的な配分を行い、適正な予算の執行に
努められたい。

算
予
正
補
計
会
般
一

）
加
追
（額

正
補

増
円
千
３
万
３
９
１，
７

額
総
算
予61

円
千
３
万
９
１
５，
８
億

　

の
日
終
最
会
議

22

、
日出

提
が
算
予
正
補
の
加
追

。
た
し
ま
れ
さ

　

株
ン
ロ
ク
ミ
オ
は
容
内

連
関
種
接
ン
チ
ク
ワ
応
対

ワ
は
の
も
な
主
、
で
費
経

、
め
じ
は
を
種
接
ン
チ
ク

。
す
で
の
も
る
す
要

　

い
き
大
が
額
の
料
託
委
の

質
の
て
い
つ
に
訳
内
め
た

り
た
あ
日
１
、
り
あ
が
疑

が
料
託
委
の

18

円
千
７
万

あ
で
月
カ
６
が
間
期
、
で

万
０
０
０
，
４
、
め
た
る

答
回
の
と
る
な
に
く
近
円

。
た
し
ま
り
あ
が

　

可
で
致
一
会
全
は
案
議

。
た
し
ま
し
決

決算
特別委員会
９月 13日～ 14 日

令和３年度一般会計決算
歳入　７５億７，８３３万１，５２６円
歳出　７２億３，８７１万９，１３９円
　令和３年度一般会計決算は庁舎建設の事業があったため、歳入・歳出とも
過去最高となりました。審査の結果、一般会計、各特別会計決算とも全会一
致または賛成多数で認定すべきとなりました。

の
算
決
計
会
般
一

疑
質
な
主

  　

加
追
の
税
付
交
通
普

。
る
あ
で
因
要
が
付
交

  　

テ
ス
シ
準
標
の
国
全

、
て
い
つ
に
行
移
の
ム

修
改
を
ム
テ
ス
シ
時
随

進
を
化
一
統
ら
が
な
し

。
る
い
て
め

  　

が
村
町
市
各
、
く
な
は

例
、
は
で
の
た
い
て

る
取
を
票
民
住
ば
え

違
が
様
仕
も
て
し
に

ム
テ
ス
シ
、
め
た
う

共
国
全
を
方
え
考
の

う
い
と
う
よ
し
に
通

。
の
も  　

在
現
債
方
地

く
な
少
が
高

３
和
令
。
と
こ
る

舎
庁
新
は
度
年

が
れ
入
り
借
の

は
高
在
現
、
り
あ

優
、
が
た
し
額
増

を
債
業
事
な
位

と
こ
る
す
用
適

め
た
た
き
で
が

減
は
担
負
来
将

。
た

望
要
　

残
が
家
空
な
険
危

な
ば
及
が
害
被
に
辺

野
小
陽
山
、
に
う
よ
い

研
を
ど
な
例
の
市
田

い
で
ん
組
り
取
し
究

。
い
た
き
だ
た

監査委員
決算審査意見

要旨

区 分 予算額 歳入決算額 歳出決算額 差引額

一般会計 7,812,956,600 7,578,331,526 7,238,719,139 339,612,387

計
会
別
特

国民健康保険 1,686,258,000 1,651,114,822 1,625,492,240 25,622,582

下水道 815,551,000 748,267,410 742,767,410 5,500,000

漁業集落 134,400,000 133,399,319 133,399,319 0

介護認定審査会 23,532,000 23,032,845 23,032,845 0

介護保険 1,388,753,000 1,392,035,718 1,353,255,425 38,780,293

後期高齢者医療 262,056,000 253,808,095 253,808,095 0

合　計 12,123,506,600 11,779,989,735 11,370,474,473 409,515,262

  　

家
き
空
定
特
の
軒
３

て
い
つ
に
軒
１
ち
う
の

。
い
な
れ
ら
得
が
解
理

出
が
令
命
、
で
令
命
却

る
い
て
れ
さ
置
放
も
て

去
除
で
行
執
代
が
町
と

を
用
費
に
人
本
、
て
し

な
に
と
こ
る
す
求
請

。
る

（単位：円）
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　一般会計決算について、デジタル化の中心
となるのはマイナンバーカードの普及促進で
す。マイナンバー制度の導入は、社会保障を
納めた税・保険料に相当する対価を受け取る
だけの仕組みに変質させようとするもので、
国民の権利としての社会保障を守るため、こ
の制度は廃止するしかありません。
　介護保険事業勘定特別会計決算について、
保険料を若干とはいえ引き下げられたことは
評価すべきことと思いますが、介護報酬の改
定率は 0.7％であり、深刻な人手不足、過酷な
労働環境、経営難など介護事業所の抱える問
題を解決するには不十分です。
　後期高齢者医療事業特別会計決算について、
74 歳まで子供の扶養に入っていた方でも 75
歳になると新たな保険料を払わなければなら
なくなります。年を取ってからさらに負担が
かかる制度です。

　 平 成 29 年 ま で 42 年 間、
近隣の機械メーカーに勤務
され、常務取締役などの要
職を歴任されるなど、幅広
いご識見をお持ちです。
　平成 30 年から代表監査委
員を務めておられ、今回の
選任で 2 期目となります。

　中学校校長や柳井市教育
委員会学校教育課長などを
歴任され、現在は山口県教
育委員会が進めるコミュニ
ティスクールの活動推進員
や平生中学校部活指導員と
してご活躍されています。
　長年の経験を生かし、教
育行政の推進等に寄与して
いただけることと思います。

平生町監査委員
山田 吉明 氏

平生町教育委員会委員
中本 稔 氏

人 事 案 件 令和３年度決算に対する反対討論
赤松義生議員監査委員に山田吉明氏、教育委員会委員に

中本稔氏の選任及び任命に同意しました

 　

商
工
会
が
コ
ロ
ナ
関

係
で
苦
労
さ
れ
て
い
る

が
、
ど
う
後
押
し
を
す

る
の
か
。

�　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

の
発
行
、
販
売
、
換
金

業
務
な
ど
か
な
り
の
業

務
を
委
託
し
、
商
工
会

と
し
て
対
応
で
き
る
体

制
を
確
保
し
て
い
た
だ

く
よ
う
話
を
し
、
対
策

を
進
め
て
い
る
。
問
題

に
な
っ
て
い
る
事
業
継

承
も
対
応
に
つ
い
て
も

話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
。�

 　

産
業
ま
つ
り
が
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
と
な
っ
た

が
、
期
待
し
て
い
た
効

果
は
あ
っ
た
の
か
。

�　

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を

勘
案
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
と
な
っ
た
が
、
遠

方
の
方
か
ら
も
参
加
が

あ
り
、
平
生
町
を
知
っ

て
い
い
た
だ
く
機
会
が

あ
っ
た
こ
と
は
メ
リ
ッ

ト
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
る
。
効
果
に
つ
い

て
の
判
断
は
難
し
い

が
、
得
ら
れ
た
も
の
に

つ
い
て
は
次
に
生
か
し

た
い
。

 　

オ
リ
ー
ブ
を
た
く
さ

ん
植
え
て
事
業
を
し
た
い

と
い
う
人
は
い
る
の
か
。

�　

オ
リ
ー
ブ
を
事
業

ベ
ー
ス
で
植
え
ら
れ
て

い
る
方
は
い
な
い
。
阿

多
田
の
試
験
栽
培
の
結

果
を
も
と
に
栽
培
に
取

り
組
む
方
が
出
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。

 　

公
共
下
水
道
の
整
備

区
域
を
縮
小
さ
せ
、
縮

小
し
た
区
域
は
合
併
浄

化
槽
で
対
応
す
る
と
い

う
方
向
性
か
。

�　

効
率
的
な
整
備
が
で

き
る
よ
う
、
下
水
道
区

域
を
縮
小
し
、
そ
の
部

分
は
合
併
浄
化
槽
で
対

応
す
る
。

介
護
保
険
特
別
会
計
決
算

介
護
保
険
特
別
会
計
決
算

 　

一
般
質
問
で
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
在
宅
介
護
の
減

少
が
見
ら
れ
る
と
い
う
事

だ
が
そ
の
と
お
り
か
。

�　

支
出
が
減
少
し
て
い

る
の
で
推
測
で
き
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
事
業

後
期
高
齢
者
医
療
事
業

特
別
会
計
決
算

特
別
会
計
決
算

 　

後
期
高
齢
者
医
療
保

険
の
ほ
う
が
国
保
よ
り

保
険
料
が
高
い
と
思
う

が
見
解
は
。

�　

平
生
町
の
場
合
、
国

保
税
を
引
き
下
げ
て
い

る
の
で
75
歳
に
な
る
と

上
が
っ
て
し
ま
う
状
況

だ
っ
た
。
令
和
４
年
度

は
国
保
の
税
率
を
上
げ

て
い
る
の
で
そ
の
差
は

縮
ま
っ
て
い
る
。

 　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ

メ
リ
ッ
ト
は
ど
う
と
ら

え
て
い
る
か
。

�　

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
持
ち

帰
り
を
常
態
化
し
て
い

る
の
で
、
感
染
症
対
策

と
学
び
の
保
障
の
両
立

が
で
き
た
。

要
望　

調
べ
学
習
で
頻
繁

に
使
っ
て
い
る
が
、
実

際
に
体
験
せ
ず
に
調

べ
て
分
か
っ
た
気
に

な
る
こ
と
が
気
に
な

る
と
い
う
意
見
も
あ

る
の
で
し
っ
か
り
取
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自
分
の
土
地
は
自
分
で

守
る
の
が
基
本
。
現
状
は

休
耕
田
・
荒
廃
地
・
た
め

池
・
空
き
家
が
年
々
増
加

傾
向
に
あ
る
。
持
ち
主
は

迷
惑
を
か
け
て
い
る
事
を

理
解
し
て
い
な
い
の
で
は
。

現
在
の
行
政
の
対
応
は
。

　

イ
ノ
シ
シ
に
作
物
を
一

夜
に
し
て
荒
ら
さ
れ
、
所

得
減
の
上
、
防
護
対
策
は

体
力
的
・
金
額
的
に
も
負

担
が
大
き
い
。
改
善
策
は

な
い
か
。

　

道
路
・
川
・
田
畑
の
基

盤
整
備
が
完
了
し
て
い
れ

ば
、
担
い
手
は
勤
め
と
農

業
の
両
立
で
農
地
を
存
続

で
き
る
。

　

Ｕ
タ
ー
ン
を
考
え
る
若

者
が
今
の
里
山
を
見
て
、

「
何
も
昔
か
ら
変
化
が
な

い
。
魅
力
が
な
い
。
集
落

が
な
く
な
る
の
を
待
っ
て

い
る
感
じ
。
行
政
と
地
域

住
民
が
協
力
し
合
い
将
来

を
見
通
す
地
方
創
生
に
期

待
す
る
。」
盆
に
帰
省
し
た

人
の
生
の
声
で
あ
る
。（
改

革
な
く
し
て
成
長
な
し
）

ど
う
考
え
る
か
。

　

太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
時

に
は
、
美
観
・
隣
の
土
地

の
境
界
線
の
整
備
・
雑
草

の
処
理
・
近
隣
と
の
話
し

合
い
・
災
害
時
の
補
償
問

題
こ
れ
ら
設
置
条
件
を
企

業
に
出
し
て
い
る
の
か
。

平
生
町
独
自
の
設
置
条
件

は
で
き
な
い
か
。

　

ト
ラ
ブ
ル
の
件
数
・
内

容
は
。
農
業
政
策
と
の
関

連
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
。

　

田
布
施
町
に
は
た
く
さ

ん
の
重
機
が
あ
り
、
あ
ち

こ
ち
に
開
発
及
び
造
成
す

る
状
況
が
目
に
と
ま
る
。

平
生
町
に
は
ま
っ
た
く
見

ら
れ
ず
、
太
陽
光
パ
ネ
ル

設
置
だ
け
で
は
将
来
に
不

安
を
感
じ
る
。

　

住
民
か
ら
相
談
を
受
け

た
場
合
、
所
有
者
な
ど
に

対
し
て
、
迷
惑
が
か
か
っ

て
い
る
旨
を
伝
え
、
ま
た

そ
の
対
応
に
つ
い
て
も
お

願
い
し
て
い
る
。

　

有
害
鳥
獣
被
害
防
止
に

対
す
る
決
定
的
な
解
決
法
が

な
い
中
、
県
の
提
唱
す
る
被

害
防
止
対
策
を
行
っ
て
い
き

た
い
。
町
で
は
防
除
に
か
か

る
費
用
負
担
の
軽
減
の
た

め
、
補
助
金
を
年
度
に
１
回

の
交
付
と
し
、
補
助
金
限
度

額
を
２
万
円
か
ら
３
万
円
に

増
額
し
、
支
援
の
充
実
を

図
っ
て
い
る
。

　

第
５
次
平
生
町
総
合
計

画
に
定
め
る
農
林
業
の
活

性
化
策
を
取
り
組
み
の
柱

と
し
て
各
種
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
。
イ
タ
リ

ア
ー
ノ
ひ
ら
お
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
振
興
作
物
へ
の
取

り
組
み
は
、
若
者
に
対
し

農
業
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
を
大
き
く
意
識

し
た
取
り
組
み
と
な
っ
て

い
る
。
今
後
も
地
域
の
担

い
手
確
保
が
で
き
る
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
。

　

設
置
条
件
は
、
計
画
地

が
農
地
で
あ
れ
ば
農
地
転

用
申
請
時
に
近
隣
土
地
所

有
者
と
の
協
議
や
設
置
後

の
環
境
整
備
を
条
件
と
し

て
い
る
。
独
自
の
設
置
条

件
に
つ
い
て
は
、
国
が
地

域
の
現
状
に
目
を
向
け
た

規
制
を
検
討
さ
れ
る
べ
き

と
考
え
る
。

　

今
の
と
こ
ろ
大
き
な
ト

ラ
ブ
ル
に
発
展
し
た
ケ
ー

ス
は
な
い
。
国
の
進
め
る

地
球
温
暖
化
対
策
と
農
業

政
策
は
分
け
て
考
え
る
べ

き
だ
が
、
農
地
転
用
に
よ

る
太
陽
光
発
電
施
設
が
乱

立
し
て
い
る
本
町
の
実
情

か
ら
す
れ
ば
う
ま
く
調
整

が
図
ら
れ
て
い
な
い
と
感

じ
て
お
り
、
国
と
県
に
対

し
て
改
善
を
要
請
し
て
い

る
。

　

田
布
施
町
と
の
比
較
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
住
民

合
意
の
中
で
定
め
ら
れ
て

い
る
土
地
利
用
計
画
が
あ

り
、
本
町
は
本
町
の
定
め

ら
れ
た
土
地
利
用
計
画
の

中
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
。

質

質

答　

町
長

答　

町
長

中本敦子　議員
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が聞きたいが聞きたいここ

い 質ぱ んっ 問

質  平生町農業の将来について（改革なくして成長なし）

質  太陽光パネルに関する問題について

答  地域の担い手確保に取り組む

答  土地利用計画の中で進めていく



　

全
国
的
に
人
口
減
少
や

高
齢
化
、
他
地
域
へ
の
移

動
、
そ
し
て
土
地
の
価
値

の
著
し
い
低
下
に
よ
り
所

有
者
不
明
土
地
が
増
加
し

て
い
る
。
こ
の
結
果
、
円

滑
な
公
共
事
業
の
推
進
の

支
障
と
な
っ
て
い
る
。
町

内
の
状
況
は
ど
う
か
。

　

経
済
の
発
展
の
た
め
に

企
業
の
進
出
が
待
た
れ
て

い
る
。
土
地
取
引
や
土
地

の
利
活
用
に
問
題
は
な
い

か
現
状
を
問
う
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
相

続
の
増
加
な
ど
で
ま
す
ま

す
問
題
と
な
る
。
国
は
対

策
と
し
て
相
続
の
申
請
の

義
務
化
や
土
地
建
物
の
適

切
な
管
理
制
度
の
創
設
、

相
隣
関
係
の
見
直
し
な

ど
、
罰
則
も
含
め
て
踏
み

込
ん
だ
法
律
の
改
正
や
制

定
を
し
て
い
る
。

　

適
切
な
管
理
の
さ
れ
な

い
空
き
家
・
空
地
が
増
え

る
と
町
内
が
荒
廃
し
て
い

く
。
国
の
政
策
を
活
用
し

て
帰
り
た
く
な
る
、
美
し

い
古
里
を
守
る
取
り
組
み

は
考
え
ら
れ
な
い
か
問
う
。

　

先
日
、
垣
田
裕
介
准
教

授
の
講
義
「
生
活
困
窮
者

の
実
態
と
支
援
策
に
つ
い

て
」
を
受
講
し
た
。
全
国

に
は
国
が
示
し
た
最
低
水

準
以
下
の
収
入
で
暮
ら
し

て
い
る
人
が
生
活
保
護
受

給
者
の
数
倍
存
在
す
る
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

町
内
に
も
支
援
が
必
要

で
あ
る
の
に
声
を
上
げ
ら

れ
な
い
人
が
多
く
い
る
の

で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ

る
。
ど
の
よ
う
に
実
態
の

把
握
を
し
て
い
る
の
か
問

う
。

　

対
策
と
し
て
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
制
度
な
ど
の

利
用
状
況
は
ど
う
か
。

　

平
生
の
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
貧
困
の
連
鎖

に
落
ち
込
ま
な
い
よ
う
伴

走
型
の
支
援
策
を
望
む
。

　

公
共
事
業
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
所
有
者
不
明
土

地
を
原
因
と
し
て
事
業
が

進
ま
な
い
ケ
ー
ス
は
な

い
。

　

企
業
の
受
け
入
れ
や
公

共
事
業
を
推
進
し
て
い
く

上
で
、
所
有
者
不
明
土
地

に
よ
る
支
障
が
生
じ
た
場

合
に
は
、
事
業
実
施
の
手

続
き
の
過
程
で
対
応
し
て

い
く
。

　

令
和
６
年
４
月
１
日
よ

り
相
続
登
記
の
申
請
が
義

務
化
さ
れ
る
こ
と
で
所
有

者
不
明
土
地
の
発
生
予
防

の
取
り
組
み
が
開
始
さ
れ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
現

在
、
町
で
は
来
庁
さ
れ
た

相
続
人
に
対
し
、
法
務
局

か
ら
配
布
さ
れ
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
渡
す
と
と
も
に

相
続
登
記
の
必
要
性
の
説

明
な
ど
周
知
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
今
後
も
発
生
予

防
や
解
消
に
つ
な
が
る
よ

う
取
り
組
む
。

　

本
人
が
支
援
を
希
望
し

な
い
場
合
に
は
、
本
人
の

同
意
が
得
ら
れ
ず
、
支
援

に
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
が

あ
る
。
そ
の
場
合
に
も
、

情
報
を
把
握
し
た
機
関
が

見
守
り
を
続
け
、
本
人
の

尊
厳
の
確
保
に
特
に
配
慮

し
、
自
己
選
択
、
自
己
決

定
を
基
本
に
一
人
ひ
と
り

に
寄
り
添
い
な
が
ら
粘
り

強
く
支
援
に
つ
な
が
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援

制
度
に
つ
い
て
は
、
事
業

開
始
後
８
年
間
の
相
談
者

数
は
年
平
均
19
人
と
な
っ

て
お
り
、
令
和
３
年
度
は

前
年
と
比
較
し
て
増
加
し

て
い
る
。
本
制
度
は
一
人

ひ
と
り
の
状
況
に
応
じ
て

継
続
的
に
支
援
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
生

活
困
窮
状
態
に
陥
っ
た
方

へ
の
支
援
は
本
制
度
の
支

援
だ
け
で
完
結
す
る
も
の

で
は
な
い
た
め
、
様
々
な

関
係
機
関
と
連
携
を
と
り

な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
た
い
。

細田留美子　議員

質

質

答　

町
長

答　

町
長

6平 生 町 議 会 だ よ り 　第  166  号

質  所有者不明土地への取り組み

質  安心して住める町に

答  土地登記の義務化に伴い、発生予防していく

答  一人ひとりに寄り添い支援につなげていく



　

岸
田
首
相
は
、
原
発
再

稼
働
に
７
機
を
追
加
し
、

次
世
代
原
発
の
開
発
な
ど

の
検
討
を
指
示
し
た
。

　

放
射
性
廃
棄
物
の
最
終

処
分
方
法
が
決
ま
っ
て
お

ら
ず
、
高
速
増
殖
炉
の
技

術
が
行
き
詰
ま
っ
て
い
る

状
況
で
は
原
発
に
将
来
性

が
あ
る
と
は
言
え
な
い
。

　

中
電
の
新
社
長
は
建
設

計
画
を
引
き
続
き
推
進
す

る
と
表
明
し
た
が
、
隣
接

す
る
平
生
町
に
話
は
あ
っ

た
か
。

 

世
論
の
６
割
が
上
関
原

発
に
反
対
し
て
い
る
。
町

長
が
第
５
次
総
合
計
画
で

述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
引

き
続
き
自
然
豊
か
な
活
気

あ
ふ
れ
る
幸
せ
の
ま
ち
を

目
指
し
て
取
り
組
む
決
意

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

本
町
で
の
コ
ロ
ナ
へ
の

感
染
は
、
９
月
７
日
現
在

で
１
，
０
４
７
人
、
９
月

に
入
っ
て
も
71
人
の
感
染

が
あ
り
、
若
干
少
な
く

な
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思

え
る
が
、
ま
だ
ま
だ
安
心

で
き
る
よ
う
な
状
況
で
は

な
い
。

　

全
国
的
に
見
た
時
、
８

月
の
コ
ロ
ナ
感
染
の
死
者

数
は
７
，
０
０
０
人
を
超

え
て
い
る
。
高
齢
者
も
た

く
さ
ん
亡
く
な
っ
て
い
る

が
、
10
歳
未
満
の
死
者
も

増
え
て
い
る
の
が
特
徴

だ
。

　

対
策
本
部
の
会
議
は
開

い
て
い
る
か
。

　

町
長
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は

な
い
か
。

　

若
い
人
へ
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
呼
び
か
け
の
強
化

は
。

 

現
在
の
と
こ
ろ
、
平
生

町
に
新
社
長
は
来
庁
し
て

い
な
い
。
県
内
に
お
い
て

電
話
世
論
調
査
が
実
施
さ

れ
て
お
り
、
８
項
目
示
さ

れ
た
う
ち
の
一
つ
に
上
関

原
発
計
画
の
賛
否
に
つ
い

て
の
項
目
が
あ
り
、
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
反
対
が

30
・
8
％
と
最
も
多
く
、

反
対
の
30
・
2
％
を
含
め

る
と
61
・
0
％
と
な
っ
て

い
る
。
賛
成
8
・
9
％
、

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
賛
成

21
・
5
％
を
合
わ
せ
て
賛

成
は
30
・
4
％
の
結
果
が

示
さ
れ
た
。

 

平
生
町
は
豊
か
な
自
然

と
長
い
歴
史
の
中
で
育
ま

れ
て
き
た
尊
い
文
化
な

ど
、
魅
力
や
自
然
が
数
多

く
、
素
晴
ら
し
い
生
活
環

境
を
有
し
て
い
る
。
め
ま

ぐ
る
し
く
社
会
経
済
情
勢

が
変
化
す
る
中
で
、
町
が

持
つ
特
性
を
生
か
し
な
が

ら
、
10
年
後
に
住
ん
で
よ

か
っ
た
、
住
み
続
け
た
い

と
思
え
る
幸
せ
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た

い
。

　

平
生
町
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部

会
議
は
、
こ
れ
ま
で
11
回

開
催
し
て
い
る
。
感
染
防

止
対
策
等
に
つ
い
て
広

報
・
お
知
ら
せ
版
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
詳

細
に
発
信
し
て
い
る
。

　

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
つ
い
て

は
、
過
去
に
５
回
、
動
画

も
含
め
町
民
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
信
し
て
い
る
。
内

容
は
、
基
本
的
な
対
策
を

徹
底
し
て
い
た
だ
く
こ

と
、
さ
ら
に
感
染
者
や
そ

の
家
族
に
対
す
る
誹
謗
中

傷
や
差
別
、
偏
見
な
ど
が

決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で

は
な
い
こ
と
な
ど
が
主
な

も
の
で
あ
る
。
今
後
状
況

に
応
じ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

発
信
す
る
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
呼
び

か
け
に
つ
い
て
は
、
今
ま

で
以
上
に
広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て
ワ
ク

チ
ン
の
重
要
性
や
正
し
い

知
識
の
周
知
啓
発
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
。

赤松義生　議員

質

質

答　

町
長

答　

町
長

・非核平和都市宣言
・カーボンニュートラルの取り組み

その他の質問
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質  世論の６割は反対、自然豊かな活気あふれる町を目指していくべき

質  平生町のコロナ対応はどうなっているか

答  10 年後に住んでよかった、住み続けたいと思えるまちづくりを進める

答  ワクチンの重要性や正しい知識の啓発に努める



河藤泰明　議員

岩本ひろ子　議員

質　地域コミュニティの活性化について

　答　住民の主体的な取り組みを支援することでまちづくり活動の活性に努めたい

答答

答

質

質

町
長

教
育
長

町
長

質　理想の未来を実現するために

　答　子どもも大人も生き生きとして活躍できる幸せな町を目指したい

　

子
ど
も
た
ち
の
選
択
肢
を
私

た
ち
大
人
が
削
い
で
は
な
ら
な

い
。

　

世
の
中
の
劇
的
な
変
化
の
ス

ピ
ー
ド
に
、
つ
い
て
い
け
て
い

な
い
の
が
現
実
だ
。
今
の
自
分

の
状
況
を
受
け
入
れ
、
認
め
、

や
る
べ
き
こ
と
は
何
か
を
見
極

め
、
平
生
町
の
今
と
未
来
の
た

め
に
、
様
々
な
決
断
を
し
て
ほ

し
い
。

　

高
齢
者
や
社
会
的
立
場
の
弱

い
方
々
を
置
い
て
き
ぼ
り
に
せ

ず
、
最
後
ま
で
大
切
に
し
て
ほ

し
い
。

　

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

は
町
か
ら
助
成
を
受
け
自
主

運
営
を
し
て
い
る
。
各
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
協
議
会
に
お
い
て
高
齢

化
が
進
ん
で
お
り
、
こ
れ
か
ら

５
年
、
10
年
経
っ
た
後
、
役
員

の
人
材
が
い
な
く
な
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
不
安
の
声
が
あ

る
。
持
続
可
能
な
社
会
と
し
て

い
く
た
め
の
人
づ
く
り
に
つ
い

て
問
う
。

　

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
、
集
落
支
援
員
、
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
職
員
が
お
ら
れ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
役
割
が
あ
る

の
か
問
う
。

　

平
生
町
で
一
番
長
い
計
画
は

総
合
計
画
で
、
令
和
３
年
か
ら

10
年
間
の
期
間
で
第
５
次
平
生

町
総
合
計
画
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
、
町
民
憲
章
を
理
念
と
定
め
、

実
現
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
子

ど
も
は
地
域
の
宝
で
大
切
に

守
っ
て
い
く
存
在
で
あ
り
、
ま

た
子
ど
も
た
ち
も
立
派
な
地
域

の
担
い
手
で
あ
る
。
子
ど
も
も

大
人
も
生
き
生
き
と
活
躍
で
き

る
幸
せ
の
町
を
目
指
し
た
い
。

将
来
像
を
見
据
え
、
現
在
の
状

況
を
と
ら
え
て
子
ど
も
た
ち
が

平
生
を
心
の
支
え
と
し
、
自
ら

の
可
能
性
を
発
揮
で
き
る
環
境

づ
く
り
に
向
け
政
策
を
決
断
し

て
い
き
た
い
。

　

子
ど
も
た
ち
の
心
情
な
ど
の

実
態
に
寄
り
添
い
、
子
ど
も
た

ち
が
飛
び
込
ん
で
い
く
将
来
の

社
会
や
理
想
の
未
来
を
投
影
し

て
、
何
を
す
べ
き
か
考
え
決
断

す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て

い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育

成
を
念
頭
に
お
い
て
適
切
に
判

断
し
、
未
来
を
生
き
る
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
努
力
し
た
い
。

　

平
成
25
年
度
に
平
生
町
参
加

と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
を

制
定
し
、
６
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
議
会
が
各
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
を
拠
点
に
地
域
の
活
性

化
や
地
域
の
課
題
解
決
に
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。
地
域
が

抱
え
る
課
題
は
多
種
多
様
化
、

複
雑
化
し
て
お
り
、
住
民
の
意

識
の
中
か
ら
地
域
社
会
に
対
す

る
関
心
や
依
存
度
が
低
下
し
て

い
る
。
次
世
代
に
つ
な
ぐ
担
い

手
、
リ
ー
ダ
ー
等
の
人
材
育
成

の
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

　

集
落
支
援
員
は
各
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
に
１
名
配
置
し
て
お

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
へ

の
活
動
の
協
力
や
支
援
も
担
っ

て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
職
員
は
各

施
設
２
名
程
度
配
置
し
、
主
催

行
事
の
企
画
・
運
営
、
施
設
の

管
理
を
行
っ
て
い
る
。
各
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
て

住
民
の
主
体
的
な
取
り
組
み
を

支
援
し
て
い
く
こ
と
で
、
ま
ち

づ
く
り
活
動
の
活
性
化
に
努
め

た
い
。
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平岡正一　議員

答

質

町
長

質　町民の声を聞き、全職員の力の結集を

　答　町民の声に耳を傾け、職員はすごく評価している

　

町
長
は
就
任
の
あ
い
さ
つ
で

「
町
民
の
皆
様
の
参
画
、
町
民

の
皆
様
と
一
緒
に
」
と
表
明
さ

れ
て
い
る
が
、
町
民
の
中
に
入

り
、
声
を
聞
く
姿
が
見
え
な
い

よ
う
に
思
う
。

　

ま
た
、
町
職
員
と
共
に
知
恵

を
結
集
し
、
町
政
の
推
進
を
す

る
事
を
求
め
て
き
た
が
、
職
員

が
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
評
価

し
、
力
を
結
集
す
る
姿
も
見
え

な
い
よ
う
に
思
う
。

　

６
月
議
会
で
再
度
立
候
補
す

る
こ
と
を
表
明
さ
れ
て
い
る

が
、
次
期
に
は
町
の
幹
部
人
事

を
町
の
外
部
か
ら
招
聘
す
る
の

で
は
な
い
か
と
話
が
出
て
い
る

が
、
す
る
べ
き
で
は
な
い
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
町
の

財
力
を
理
由
に
、
と
な
り
の
市

町
に
委
託
す
る
こ
と
も
検
討
さ

れ
て
い
る
が
、
平
生
町
が
つ
づ

け
て
き
た
自
校
方
式
を
や
め
、

　

職
員
と
一
緒
に
や
っ
て
い
く

と
い
う
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ

り
、
職
員
に
対
し
て
い
ろ
ん
な

こ
と
を
言
っ
て
、
い
ろ
ん
な
こ

と
を
お
願
い
し
て
、
一
緒
に

な
っ
て
や
っ
て
き
た
。
新
庁
舎

の
財
源
確
保
に
つ
い
て
も
職
員

が
地
方
新
聞
で
起
債
事
業
を
み

つ
け
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
わ

け
で
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
職
員

は
一
生
懸
命
や
っ
て
く
れ
て
い

る
と
思
っ
て
い
る
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
教

育
委
員
会
で
案
を
作
っ
て
、
そ

の
中
で
第
１
の
案
を
決
め
て
進

め
て
い
る
。
今
後
ど
う
し
て
い

く
の
が
一
番
よ
い
の
か
と
い
う

こ
と
は
教
育
委
員
会
と
も
相
談

し
な
が
ら
決
め
て
い
き
た
い
。

あ
る
程
度
め
ど
が
立
ち
、
方
向

性
が
決
ま
れ
ば
皆
さ
ん
に
報
告

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、

少
し
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。

第６回第６回
臨時会臨時会
８月５日８月５日

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

　

原
油
価
格
・
物
価
高
騰

等
総
合
緊
急
対
策
の
一
環

と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
が
追
加

配
分
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う

物
価
高
騰
対
策
が
主
な
も

の
。

●
主
な
歳
出

▽
地
域
振
興
費
補
助
金

交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

シ
ス
テ
ム
整
備
事
業

１
１
９
万
３
千
円

▽
特
別
定
額
給
付
金
事
業

費
（
新
設
）

対
象
者
１
人
あ
た
り

５
，
０
０
０
円
を
給

付６
，
６
９
１
万
７
千
円

▽
食
材
費
値
上
が
り
分
を

公
費
負
担
と
し
保
護

者
の
負
担
を
軽
減
す

る
も
の

▼
保
育
所
運
営
費
賄
材
料
費

10
万
９
千
円

▼
小
学
校
費
給
食
費
補
助
金

３
６
６
万
１
千
円

▼
中
学
校
費
給
食
費
補
助
金

２
０
９
万
８
千
円

主
な
質
疑

主
な
質
疑

 　

交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

の
導
入
に
よ
り
バ
ス
の

利
用
者
増
加
が
見
込
め

る
の
か
。

�　

バ
ス
利
用
者
の
増
加

は
わ
か
ら
な
い
が
、
鉄

道
や
コ
ン
ビ
ニ
で
も
利

用
で
き
る
の
で
利
便
性

は
上
が
る
。

 　

特
別
定
額
給
付
金
に

つ
い
て
、
給
付
金
は
収

入
認
定
さ
れ
る
と
聞
い

て
い
る
が
ど
う
い
う
扱

い
か
。
ま
た
、
生
活
保

護
世
帯
に
つ
い
て
は
ど

う
な
る
の
か
。

�　

収
入
認

定
は
一
時

所
得
と
な

る
。
生
活

保
護
費
と

の
関
係
は

県
に
詳
細

確
認
が
で

き
て
い
な

い
の
で
回
答
は
控
え
る

が
、
給
付
金
が
低
所
得

者
に
有
効
に
使
わ
れ
る

よ
う
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
お
願
い
し
て
い

く
。

 　

食
材
費
値
上
が
り
に

対
す
る
補
助
金
は
今

年
度
末
ま
で
の
措
置
だ

が
、
そ
れ
以
降
は
ど
う

な
る
の
か
。

�　

国
の
動
向
を
確
認

し
、
近
隣
市
町
の
情
報

を
収
集
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。
ま
た
、
子

育
て
世
帯
へ
の
支
援
に

つ
い
て
国
や
関
係
機
関

へ
の
要
望
を
考
え
て
い

る
。

一
般
会
計　
補
正
額　
７
，
７
３
０
万
２
千
円
増

　
　
　
　
　
予
算
総
額　
60
億
１
，
９
７
５
万
円

　

令
和
４
年
第
６
回
平
生
町
臨
時
会
が
開
か
れ
、
補
正
予
算
１
件
が
上
程

さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

子
供
た
ち
を
犠
牲
に
す
る
こ
と

は
や
る
べ
き
で
は
な
い
。
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継続調査案件の調査 （閉会中の委員会活動）

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

８８  

月月  

1212  

日日

【
地
域
振
興
】

〔
報
告
〕

◎
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
に

つ
い
て

　

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
イ
タ
リ

ア
ー
ノ
ひ
ら
お
に
つ
い
て
、

主
体
的
に
取
り
組
み
を
進
め

る
若
い
世
代
を
増
や
し
て
い

く
こ
と
や
、
住
民
と
職
員
の

協
働
関
係
を
育
む
こ
と
な
ど

を
目
的
と
し
て
、
住
民
と
職

員
の
希
望
者
で
全
６
回
行
う

こ
と
と
し
、
６
月
に
参
加
者

の
募
集
を
行
っ
た
。
10
名
の

参
加
希
望
者
が
あ
り
、
第
１

回
目
を
７
月
８
日
に
開
催
し
、

８
月
４
日
に
第
３
回
目
を
開

催
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
は
グ

ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
が
中

心
と
な
り
、
理
想
の
平
生
町

の
姿
や
、
そ
の
実
現
に
向
け

て
の
イ
タ
リ
ア
ー
ノ
ひ
ら
お

な
ど
の
取
り
組
み
を
題
材
と

し
て
い
る
。

　

令
和
２
年
度
か
ら
、
財
団

法
人
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

の
地
方
創
生
人
材
育
成
伴
走

型
支
援
事
業
を
活
用
し
て
、

人
材
育
成
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
研
修
と
し
て
も
実
施
し
て

い
る
。

〔
主
な
質
疑
〕

 　

住
民
と
職
員
は
何
人
ず

つ
な
の
か
。

�　

５
人
ず
つ
と
な
っ
て
お

り
、
男
女
比
も
５
人
、
５

人
と
な
っ
て
い
る
。

【
防
災
対
策
】

〔
主
な
質
疑
〕

 　

災
害
に
よ
っ
て
は
そ
れ

ぞ
れ
避
難
場
所
の
指
定
が

変
わ
っ
て
き
て
、
そ
れ
ぞ

れ
備
蓄
品
や
、
電
源
が
い

る
も
の
は
電
池
が
十
分
に

あ
る
か
、
燃
料
が
必
要
な

も
の
は
燃
料
が
あ
る
か
な

ど
、
チ
エ
ッ
ク
を
し
て
い

る
と
思
う
が
、
現
在
、
状

況
的
に
は
ど
う
か
。

�　

各
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
協
議

会
が
年
に
１
回
ま
た
は
２

回
の
点
検
時
に
き
ち
ん
と

動
く
か
点
検
を
し
て
い
る

と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

町
が
備
蓄
し
て
い
る
備
品

に
つ
い
て
は
折
を
見
て
点

検
し
て
い
る
。
電
池
や
燃

料
も
そ
の
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
。

【
地
域
福
祉
】

〔
主
な
質
疑
〕

 　

敬
老
行
事
に
つ
い
て
、
各

コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
協
議
会
が

苦
慮
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

か
ら
の
敬
老
行
事
を
ど
の

よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

�　

今
年
度
の
敬
老
行
事
が

終
わ
っ
た
ら
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
議
会
の
皆
さ
ん
に

集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
協

議
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、

次
年
度
以
降
の
開
催
の
仕

方
、
ま
た
敬
老
事
業
の
も

ち
方
な
ど
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
し
、
今
後
の
方
向

性
に
つ
い
て
検
討
し
、
決

め
て
い
き
た
い
。

産
業
文
教
常
任
委
員
会

産
業
文
教
常
任
委
員
会

８８  

月月  

17 17 
日日

【
学
校
教
育
の
振
興
】

〔
報
告
〕

◎
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移

行
に
関
す
る
進
捗
状
況
に
つ

い
て

　

６
月
30
日
に
今
年
度
第
１

回
の
地
域
部
活
動
検
討
委
員

会
を
開
催
し
、
本
町
の
部
活
動

指
導
員
の
配
置
、
休
日
の
部

活
指
導
員
に
よ
る
単
独
指
導

状
況
の
説
明
と
と
も
に
、
６

月
定
例
会
で
の
質
問
と
回
答
、

県
が
開
催
す
る
、
や
ま
ぐ
ち

部
活
動
改
革
推
進
協
議
会
の

内
容
等
を
報
告
し
、
情
報
共

有
を
図
っ
た
。
あ
わ
せ
て
ス

ポ
ー
ツ
庁
が
ま
と
め
た
「
運

動
部
活
動
の
地
域
移
行
に
関

す
る
検
討
会
議
提
言
」
に
つ

い
て
理
解
、
共
有
を
図
っ
た
。

　

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

に
つ
い
て
も
協
議
を
行
っ
て

お
り
、
こ
れ
は
生
徒
の
ニ
ー

ズ
や
教
師
の
意
向
を
ア
ン

ケ
ー
ト
等
で
把
握
と
す
る
国

の
提
言
を
参
考
に
取
り
上
げ

た
も
の
で
あ
る
。
小
学
校
５
，

６
年
生
と
中
学
校
生
徒
、
保

護
者
、
部
活
動
指
導
員
、
中

学
校
教
員
に
対
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
実
施
と
内
容
項
目
に

つ
い
て
提
案
し
、
７
月
に
実

施
し
、
現
在
集
計
中
で
あ
る
。

結
果
は
協
議
の
基
礎
資
料
に

す
る
こ
と
に
加
え
て
、
今
後
、

広
報
な
ど
を
通
し
て
現
状
に

つ
い
て
町
民
に
理
解
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　

８
月
９
日
に
は
組
織
づ
く

り
部
会
を
開
催
し
、
現
時
点

で
考
え
ら
れ
る
地
域
移
行
の

た
め
の
組
織
づ
く
り
に
つ
い

て
、
そ
の
提
案
に
つ
い
て
協

議
を
し
た
。
ま
た
、
県
か
ら

配
布
さ
れ
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

「
子
供
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
機
会

の
確
保
・
充
実
に
向
け
た
部

活
動
改
革
に
つ
い
て
」
の
説

明
と
こ
の
活
用
方
法
に
つ
い

て
の
協
議
も
行
っ
た
。

　

部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ

い
て
は
、
以
降
の
在
り
方
を

は
じ
め
、
地
域
で
の
受
皿
や

新
た
な
組
織
の
検
討
、
指
導

者
の
確
保
、
報
酬
な
ど
予
算

や
会
費
の
在
り
方
、
保
険
の

こ
と
な
ど
課
題
は
山
積
し
て

い
る
。
多
く
の
市
町
と
同
様

に
、
現
状
で
は
地
域
移
行
後

の
形
を
想
定
す
る
こ
と
は
大

変
困
難
で
あ
る
と
い
う
の
が

実
情
で
あ
る
が
、
今
後
も
国

や
県
の
動
き
も
注
視
し
な
が

ら
、
検
討
委
員
会
や
部
会
を

開
催
し
て
、
委
員
と
情
報
共

有
を
図
り
、
意
見
を
い
た
だ

き
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

〔
現
地
視
察
〕

◎
平
生
小
学
校
お
よ
び
平
生

中
学
校

　

学
校
経
営
方
針
や
学
校
給

食
施
設
の
状
況
な
ど
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
後
、
給
食

施
設
の
視
察
を
行
っ
た
。
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議会運営委員会行政視察報告・議員研修報告
議
会
運
営
委
員
会
行
政
視
察

議
会
運
営
委
員
会
行
政
視
察

　

８
月
９
日
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
導
入
に
関
す
る
調
査
研

究
の
た
め
周
防
大
島
町
議
会

へ
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

周
防
大
島
町
議
会
で
は
令

和
２
年
９
月
定
例
会
か
ら
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
完
全
導
入

し
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
実

現
し
て
い
ま
す
。

　

初
め
に
導
入
の
経
緯
等
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、
そ
の

後
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
操

作
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

経
緯
等
に
つ
い
て
は
、
令

和
元
年
７
月
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
導
入
を
テ
ー
マ
に
開
催

さ
れ
た
柳
井
地
区
広
域
市
町

議
会
議
員
研
修
会
、
８
月
の

山
梨
県
富
士
川
町
へ
の
先
進

地
視
察
を
契
機
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
導
入
に
つ
い
て
の
研

究
会
を
立
ち
上
げ
、
９
月
定

例
会
初
日
に
研
究
会
の
メ
ン

バ
ー
を
選
出
し
、
令
和
２
年

９
月
の
執
行
部
と
の
同
時
導

入
に
向
け
て
様
々
な
課
題
や

日
程
に
つ
い
て
調
査
研
究
を

行
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入

で
何
が
で
き
る
の
か
、
経
費

や
セ
キ
リ
ュ
テ
ィ
、
端
末
使

用
の
取
り
決
め
な
ど
様
々
な

課
題
が
あ
り
ま
す
。
導
入
・

維
持
経
費
は
高
額
で
、
新
規

計
上
さ
れ
る
た
め
、
こ
れ
を

ご
理
解
い
た
だ
く
の
は
な
か

な
か
困
難
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

し
か
し
、
紙
代
や
印
刷
代
、

製
本
・
封
入
・
配
布
、
事
務

連
絡
及
び
確
認
に
係
る
経
費

や
労
力
な
ど
、
充
分
な
人
員

の
確
保
が
難
し
い
議
会
事
務

局
で
は
単
純
作
業
の
大
幅
軽

減
に
よ
り
専
門
的
な
業
務
の

充
実
は
確
実
で
す
。
ま
た
、

持
ち
運
び
可
能
な
こ
と
か
ら

通
信
環
境
を
確
保
で
き
れ
ば
、

必
要
な
資
料
の
確
認
や
提
示

に
よ
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
へ

の
正
確
な
説
明
が
で
き
、
誤

解
を
招
く
こ
と
も
防
げ
ま
す
。

　

こ
の
視
察
で
得
た
こ
と
を

平
生
町
に
還
元
し
、
資
源
や

時
間
、
労
力
を
削
減
で
き
る

よ
う
、
様
々
な
場
面
で
技
術

を
活
用
し
、
利
便
性
を
高
め

る
た
め
に
最
適
な
形
で
取
り

組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

柳
井
地
区
広
域
市
町

柳
井
地
区
広
域
市
町

議
会
議
員
研
修
会

議
会
議
員
研
修
会

　

７
月
15
日
に
柳
井
ク
ル
ー

ズ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
県
土
木

建
築
部
の
粟
屋
桂
次
長
ほ
か

３
名
の
講
師
に
よ
り
「
山
口

県
の
土
木
建
築
行
政
」
と
題

し
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
「
や
ま
ぐ
ち
未

来
維
新
プ
ラ
ン
～
よ
り
高
い

レ
ベ
ル
の
安
心
と
成
長
の
実

現
を
目
指
し
て
～
」
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

・
策
定
の
趣
旨
、
性
格
と
役

割
、
計
画
期
間

・
こ
れ
ま
で
の
取
組
の
成

果
、
人
口
減
少
の
現
状
、

取
り
巻
く
環
境
、
強
み
と

潜
在
力

・
県
づ
く
り
の
基
本
目
標
、

目
指
す
べ
き
将
来
像
、
県

政
推
進
の
基
本
姿
勢

・
命
と
健
康
を
守
り
抜
き
、

経
済
と
暮
ら
し
を
再
生

・
計
画
期
間
で
重
点
的
に
推

進
す
る
20
の
維
新
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

・
収
支
均
衝
し
た
行
政
基
盤

の
構
築

・
県
政
の
各
分
野
で
進
め
る

施
策
の
体
系
化

・
推
進
体
制
、
進
行
管
理

　

そ
の
ほ
か
、
柳
井
地
区
に

お
け
る
災
害
対
応
力
の
強
化

や
浸
水
が
想
定
さ
れ
る
区
域
・

水
深
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

修
所
は
、
地
方
自
治
を
支
え

る
全
国
の
市
町
村
長
、
議
員
、

職
員
等
に
高
度
で
専
門
的
な

知
識
や
ス
キ
ル
を
提
供
す
る

研
修
を
行
う
こ
と
と
し
て
お

り
、
近
年
で
は
年
間
６
千
人

規
模
で
研
修
を
実
施
し
、
受

講
者
は
延
べ
10
万
人
を
超
え

て
い
ま
す
。

　

町
議
会
議
員
も
こ
の
研
修

を
受
講
し
、
知
識
習
得
や
資

質
向
上
に
努
め
ま
す
。

◎
７
月
11
日
～
７
月
13
日

〔
内
容
〕

社
会
保
障
・
社
会
福
祉

〔
受
講
者
〕

細
田
留
美
子
議
員

岩
本
ひ
ろ
子
議
員

村
中　

仁
司
議
員

中
丸　

和
則
議
員

◎
８
月
18
日
～
８
月
19
日

〔
内
容
〕

自
治
体
予
算
を
考
え
る

〔
受
講
者
〕

河
内
山
宏
充
議
員

赤
松　

義
生
議
員

◎
８
月
25
日
～
８
月
26
日

〔
内
容
〕

住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
～
対
話
と
発
信
力

の
向
上
～

〔
受
講
者
〕

中
本　

敦
子
議
員

市
町
村
議
会
議
員
研
修

市
町
村
議
会
議
員
研
修

（
７
月
・
８
月
受
講
分
）

（
７
月
・
８
月
受
講
分
）

　

公
益
財
団
法
人
全
国
市
町

村
研
修
財
団
全
国
市
町
村
国

際
文
化
研
修
所
（
滋
賀
県
大

津
市
）
が
実
施
す
る
研
修
を

受
講
し
ま
し
た
。

　

全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
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編
集
後
記

令和 4 年 12 月定例会会期（予定）
12 月 13 日（火）

９
時
～

本会議
14日（水） 本会議
15日（木） 産業文教常任委員会
16日（金） 総務厚生常任委員会
20日（火） 議会運営委員会
21日（水） 本会議

議
会
の

議
会
の

　　    

動
き
動
き

6 月 13 ～ 21 日　第 5 回定例会
6 月 13 日 議会広報広聴調査特別委員会
6 月 21 日 議会全員協議会
6 月 27 日 議会広報広聴調査特別委員会
7 月 1 日 柳井地区広域消防組合議会

第１回定例会
7 月 4 日 議会広報広聴調査特別委員会
7 月 8 日 議会広報広聴調査特別委員会
7 月 15 日 議会運営委員会

〃 柳井地区広域市町議会議員研修会
7 月 22 日 田布施・平生水道企業団議会定例会
7 月 29 日 議会全員協議会
8 月 5 日 第６回臨時会
8 月 9 日 議会運営委員会行政視察
8 月 12 日 総務厚生常任委員会
8 月 17 日 産業文教常任委員会
8 月 23 日 県議長会広報研修会
8 月 29 日 議会運営協議会
8 月 31 日 議会全員協議会

（R4.6.13
～ 9.7）

　

今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
台
風
と
言
わ
れ
た
台

風
14
号
が
、
９
月
18
日
に
山

口
県
に
上
陸
し
た
。

　

平
生
町
で
は
、
自
主
避
難

所
を
17
日
午
後
５
時
か
ら
平

生
ま
ち
・
む
ら
及
び
佐
賀
の

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
、
さ

ら
に
18
日
午
後
４
時
か
ら
町

武
道
館
、
佐
賀
小
学
校
体
育

館
に
開
設
さ
れ
た
。

　

台
風
通
過
後
に
は
、
消
防

団
本
部
や
建
設
課
に
よ
る
町

内
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
が
行
わ

れ
た
。

　

幸
い
、
台
風
に
よ
る
大
き

な
被
害
は
出
な
か
っ
た
。

　

佐
賀
地
区
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
中
止
し
て
い
た
「
ど
ん

で
ん
押
山
」
が
10
月
10
日
、

３
年
ぶ
り
に
催
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
大
星
山
サ
イ
ク
ル

フ
ェ
ス
タ
な
ど
も
復
活
し

た
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
も
、

台
風
に
も
負
け
ず
、
元
気
に

乗
り
切
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　
　
　
　
　

中
丸　

和
則

　
議
会
の
こ
と
、
我
が
町
自

慢
、
つ
れ
づ
れ
に
思
う
こ
と

何
で
も
結
構
で
す
。

字　

数

　

４
０
０
字
以
内

提
出
先

　

�

平
生
町
役
場

　

議
会
事
務
局

　

議
会
広
報
担
当
者

　

紙
面
の
都
合
で
一
部
変

更
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

掲
載
文
に
は
薄
謝
を
差
し

あ
げ
ま
す
。

山
口
県
町
議
会
議
長
会
広
報
研
修
会

山
口
県
町
議
会
議
長
会
広
報
研
修
会

　
　
　
　

　

８
月
23
日
に
山
口
県
自
治
会
館
（
山
口
市
）

に
お
い
て
、
議
会
広
報
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の

越
智
真
一
郎
熊
本
大
学
客
員
教
授
を
講
師
に
迎

え
、
議
会
広
報
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
県
内
６

町
の
議
会
広
報
担
当
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、「
誰
の
た
め
、
何
の
た
め
の
議

会
広
報
か
!!
」
～
議
員
力
を
磨
く
広
報
作
法
＆

ク
リ
ニ
ッ
ク
～
と
題
し
て
講
演
が
あ
り
、
伝
え

る
こ
と
と
伝
わ
る
こ
と
の
違
い
や
記
事
に
お
け

る
見
出
し
の
重
要
性
な
ど
を
実
際
の
新
聞
記
事

を
例
に
分
か
り
や
す
く
解
説
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
実
際
に
発
行
し
た
議
会
だ
よ
り
に

対
し
て
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
（
問
題

点
や
改
善
点
の

抽
出
）
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

非
常
に
わ
か

り
や
す
く
、
的

確
な
指
摘
を
い

た
だ
き
、
今
後

の
広
報
作
成
に

活
か
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま

し
た
。

町議会を傍聴しませんか？
（新庁舎３階にお越しください！）

　平生町議会の議場は、新庁舎の３
階にあります。傍聴を希望される方
は、直接３階の傍聴席にお越しいた
だき、傍聴届に必要事項をご記入い
ただけると傍聴席で傍聴いただけま
す。
　議員活動の状況や議会の様子を誰
でも知ることができる機会ですので、
ぜひともお越しください。
　なお、１階交流室のモニターでも
本会議の様子を自由にご覧いただけ
ます。
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